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耕地交換分合詑びに米供出の矯にする水田
作付反別確定台帳創作の一様式に就いて
ヨ火、;
I王enjiKURO A s~yl e of creating a ledger of thc confirmation survcys on tlほ
rice culturing fields' areas of the water farm lanc1s， l>eing makecl for the sake 
uf， the ricc contril>utions， anc1 moreovcr， the cxchanges， partitions，' :tml C'oml>imト
tions of the farm lands in Japan.料
健保久
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(1) 緒言
本題目は，山形鯨西岡川郡豊:?rfi村全村に亙る水田作付反別確定台帳及附図創作の一様式に
就いて解設する。現地笑測は， 1948年7月19日に始まり，1950年3月6円確定台帳及び附図をと
完成して居る。現業従事者は，山形J際立農林専門学校生徒，山形大学農学部学生，鶴岡税務
署管内庄内土地fnlj孟講習会議習生，山形大学助教授末勝海-氏，山形農専教官土屋功位氏等と
共に著者を含めた技術陣である。 :!'lifJ村は日本海沿岸の辺陣，::M越線三瀬駅，小波波駅，五
十川駅等の介在する金村面積2830町歩に及ぶ細長き帯肢の庄内の牟農竿漁の農村である。
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一 一己二二ニ山彩服西田川郡~iffi村の略図
持山形大学農学部E2築工学研究室長
州 Contributionsfrom the Laboratory of Agri.-Eng.， FacuHy of Agriculture， Yamagata 
University. No.3 (Oct. J，1950) 
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明治2ï年 (1804年) ， 完成の土地台帳に依ると ， 地積水田3929~rl ， lS7町7反7畝18歩とな
ってゐるが，此の71\田は海岸の丘陵山獄に回読せられる段百二回地で、然も之が校~RJ~に谷の
沢k に散在し， -2ff数十枚，極端には-2(f百数枚に分裂してEつ凹凸念勾配地に伏仰点在
するので実沼IJ至難は恐らく他に比類が無からう。
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山形l孫西田川郡tE浦村大半由良'.:fニ古四王国の一部ff~ 3凶
賓 ;~JJ 方法(2) 
要
実以IJ方法は迅速簡易 ト弓ンシツ ト応用方眼式平板iJ!日:に依る。目的物が絵、準数39:3J箔，7J立
回反別197町7反7畝18歩で豊浦村全村商積の約 6.99~，j に当る。 1894tf-土地台帳作製以来実
に56年振りの実測である。此の!)'l1J量;は方眼視IJ量の需めにlトランシヅ トを使用する。此の方
限の中に-4三板を入れて一軍一枚一枚の水田を実測する。卒板測量の縮尺が600分の1である
から方眼の大きさが一辺笑長l.50m.他の一辺の笑長さOOm，にすれば一平板で3[(百実測出来
る。斯様に トランシツトで150mX 200mの桝形に杭打ちを現地水田の上に実施ナる。此の
経験で此の方眼むil上に出来る丈け数多く杭を打った方が平板測量が行ひ易い231が判った。
今回のやり方は， 金村の水田のみの突出lであって畑地，宅地，山林，交通路，河川，其他部f
極地等は測量しないのであるから，斯の如き方法より外に実測方法が無い。 トランシツト
班が杭を打ったととろに平板班が杭の上に平板を据え付けて千板i!{lj孟をやる。基線は先づ
磁北線を採り， 磁北線に直角の方向に直角線を設定する。此の直角紘上に150m，乃至200
mの点にトランシツ トを移動し， 更らに直角線を設定すると最初の基線に卒行主主方向線が
出来る。 最初の基棋をA。悦とし此の二番目の基線 (平行線〕を Bo~線 とする。以下同様にC，
fJib Doj線，等順次予行基線を設定する。
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耕地交換分合必:びに米供j土iの箆めにする水間作付反別限定諸般創作のー綴式に就いて一一久保
i:1~ :)ドl山J~獄図問 )11羽1'，"，UrlHサ大~t:: ìfjt~.:釘lfT及上降突の一部
f.;~ し ):~ p，月 ?と依ってば， "1訟北訟を lU-{t披;îJ~とするよりも道路を利用 しEつ見透し延長の有利
のJJ.~ ~りiでは ， 或る一点に i ラ ン シツ トを据え付けてA。点 とし，磁北棋 と例えば8':;6 0 Eの偏
向をす之む，j~ をエ:抑止と定め， 此零線に直角の方向に基お'J~^ J~)j~ を設定する。次I'L A。点から零封:
とに約15m1ijにB。点， C。点，……等を設定する。此のB山点，C。点、，…・ 等からA。線に平行な
る B"kJj，~ ， Cu~U~ . ... .tさを設定する。 而して進向方向の線即ち写おilの左方i1IJは(十)A。椋，( +) 
B 材~ ， ( ト )C。訪i~ .• .…等と し， 零棋の右方測は(一)A。凱，(一)B。粉、， (一)C。紘 一・・とし，( +)， 
( 一 〉の方向に各お:J~夫 k j趨当の距離に各線上に杭打ち を笑施す る。 ト ラシ シマ ト 班が杭打を
して， 共の日の中に路線網を縮尺2000分の1で製図する。共の網の枠が 出来れば翌日から
答1Jり当てられた枠の中で何台もの2J三板班が同時に平板測量を実施する。 (第 4図参照〕
今回は トランシツ 卜ー 班と平板班拾班で測量隊を編成してやったが可成り能率を挙げると
とが出来た。 本計画は主として以上の二方法の組合せ又は共の変化した応用組合せで実測
を完成して居る。
(お 平板測量
t-.竹 チヱーン
.zp.板ì~iJ孟;に於て距離の測定には竹チヱーンを使用する。竹チヱ ーンの基準長は3リmのも
の，或は5Jmのものを使用する。竹は乾漁の彰響が少いIは昔から認められて居る。 1949
年11月から山形腕立農林専門学校農業工学研究室に於て工学士中村作太郎氏が竹筋混援土
の農業土木学的攻究をやって居るので，同氏の竹の乾iゑの延び縮みの研究の一端を引照す
ると次D如きものがある。
L 竹の牧縮率と比重
中村作太郎氏に依れば，含水至容が重量で I%減った時どれだけ牧縮するか，含水率が重量
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第 .q主1.1・r，;1 山]践l際問問川郡I~浦村大学三ぬh'~殿国及怒川の・問i
-¥:区! 岡村大，-~.:三瀦 'j" 堅閏の一昔!l
で1%増した時どれだけ膨邸付ーるか，即ち平均牧縮率をλとすれば，λ={(l，-l")/n.l) X 1仰.5私
立去に， 1，=始めの寸法，(長さ，IM~;，厚み，)，
i"ニ終りの寸法，c全上)，
n=合ìk~容の ~Ç:: ，
1=含71'¥率15%，のl時の寸法 (全」二)，
一 一一一一一 一一
気乾材ーより完 全絶乾材K五る牧縮率
災 験者:中村作太郎氏 l 賠 竹 |民 竹 | 府 竹
楊 所:山形儒il，j山林 1-一一一一一一一一|一一一一一一一一ー -1 一一一
1 含水率 28μ | 含水率 ~5~0 含水率 1:3.7%
専門学校 "一一一一一一一一一一一一 1 一一
時 ](150年 1月1.51 比軍o 比重o .l:じ重B
実繍撒験蜘I凶附瓜
奈 1臼2。句C. 0 りコ :~ i 0.7()2 I 0.935 0.749 
長 3の方向の枚縮率 o川 5% O.OnfiC96 0.003J% 
闘の方向の l投納額 。170('タ6 0.1700% 0.2990% 
厚みの方!旬、のj吹縮率 o1IJ50;，; 0.064(，% 0.:17-5(';>6 
経 過 日 数 1 日3日間 33日間 -51日間
備考1・竹を筏故したものを19JO年1月1-'5日丸竹を6ツ害1Jりに割り試験片を作り，共の後初日
経過，及び51日経過したもの等につき笑験したものである。猶竹を筏践 してから丸竹をの
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耕地交換分合設びに;jt供出のおめにする水問f'p付反別sJi・i.!盗幌u1Jf'Fの一段式に就いて一一久保
ツ筈IJりにナるまでの間の矧聞はδタ月である。
備考2・参考までに松材 ， 鉄材 ~，fj~の紘膨1m係数βは捌i氏 1 良・につ き ， 三大の値であ る。
松材:(縦の方向)5.1:i X 10，-'; (横の方向) ' l~.lX 10，-0， 
鉄材 llXJやf， 鋼材JJ.-!XJO，-C
ゴー 竹チェーンの応用
竹 -í-エ ー ン を今回のf:1:&:ìJlIJ :!il:に応用したが， 平J長iWJ赴の作業は地lfbカ冶:勾配のr.;~め困難
ではあったが可なり精密に距離iW!定が出来た訳である。
o. f板i!'1!Jfti:に依る金村の耕地1JIJ量:の他の実例
王t良:2E業土木研究Vo叫l. l ~， ~o 
宵t長2専中原桂一氏).…日.….日の5実建測笑例があるので
月1措6日ヨ弐たの如き回答がdあうつた。
中原桂一氏同答 :
]. f板uHJi止に於いても'百組;WJi止と細部;J!lJ公とに判然区別 して行う必要があるこ と。
2.場所は千葉!揺山武郡千代岡村の耕地1200.問f?t.，此の水田は樹校i!たの谷地に在り，台地
が畑地と謂う復雑左足地形である。
:3 . 平板にl段容 し得る範囲内に骨組を連絡して ねLさか之を基として細部の各~rlü [I~:hlを実地 し
た。 骨組は閉を与00分の1以上を要求 したが殆ど全音1\;10:)0分の 1以上で~h";::の調整を要する
ものが殆ど無かった。
4 注意して行えぽ斯如き相当大面積でも相当の精度で洲並し得るとと。要するに骨組み
洲孟を徹底的に笑施すること。
備考1・中原桂一氏は1949年4月東大の農業土木学会で之に関して講演をしている。
備考2・猶叉中原桂一氏の回答に依れば， 19-19年3月から4月にかけて， 栃木鯨河内部古里村
む全村の耕地約1200.町歩の骨組みを トラソシツトで採って平板測量を実施したと謂ふ。
C.平板の構造平板の三脚と平板との連絡には環iUt連結器を備えたものと備えたにいものと
を比較したが今回の経験では前者の方が成続が良く能率が上った。
d. f板上の紙 -4三板上には1托方眼紙を載せて平板の裏に画鋲で押し凶めてiJ!lJi，.(したo
e.磁主十器
骨組線がトランシツ トで判って居るのでその方限枠内に入って平板iJ!I:-，止をする際には-
k平板上に磁針器を執せる必要が無かった。但 しト ジンシツト の入って居ないととるには
-k磁針器を苧板上に載せた。(第 5図参)!H)
f.測量班の編成
測量班の編成は トランシツト 班を1箇班としそれに.2fj仮班を拾箇班附属せしめて之を一倍i
測量;陵として編成 した。トランシツト班は人員5名，平板班は各kl箇班毎に人員各k3名
を配当した。 然し竹チェーンを使用する時は平板班の各班は人員夫k5名とするのが竹チ
ェーンを損耗， 破損する関係と叉能率向上との;馬めに趨当であるととが判った。
g. ボ ール
今回の如 く海岸寄りむ段丘谷沢の耕地の立lI!hlでは長さ2米のものよりも長さ 3米のものの
方が有効七、るった。今回は場所によっては 3米のものを二本連結して距離測量の目標にし
たとともあった。
h・ JK回jJlJ定基準
79 
山形大学紀要 C虫学〉
， 白、、 ーご， 
昨 '.''1'シーー シ
ー
:T1iP;弘、、、、ー、ドー、ー 沖付{'"ilt
官、
>(.i 
C，/ )' 
~';:J:" .，1 ，; '¥ 
" i:;.J." 、 : ヘヴ
~.Yーべ I'/'¥ 、江L、れ 、¥、 ‘いーζ、.、「ー 〆 〆 イヘ
;!?iヤY1
tJJ' J:/ ''-.〆
ij~~{" 
/\忽;託、戸)，~: ， " '，.'~ ~~;.;\ 
-、‘
4τ'i;/:I.、4¥
《ー
九'(，ひ . (~~:ーー吋，h川叫 ー
ノ¥.. ;'~ヨL 、夕、旬、w 、 lfJ:や『云ー
TJJ' ，山"'/l..さ託斗ニ
、止‘川 '!.J cr下~，;，
目F 一戸、'".~_. 、〆"、巴 ー . 〆 ぐふモ二:':-'<~~.; 
ち一'グ :、 エ-' :r-ィ/可ァ、 、'‘〆~~.-
， . /..... 、巴
一一-、「'.J'o-，拘
J~ 内 \1 ~ 
'T.f.λ 
、".':-、-・1
、L
/，' 
ぐも/
‘IL~ 
1・
tりザγ
バ主将司l::;'.' 
):1; ;) 1主i 山Jr:;，: ~;深刻問nrmí Y::: i， fJιj 大字小法波字明の下37主将，大iì ， 1才~てf の --r;ll
水田の実;J!iJは正~uJ\くEFlの2]三回 lふトがIl\来るおj くに水田の l守tま りに ffíい各/.(FIJj i] ;;.~i ， 各曲作]
貼，VCil¥.回の内側をiWJ定して廻った。但し畦iC干の制，6)抑以下のものは陛昨の中央iζポ{
ルを立てる様にした。今回の水田尖ilij{d':7K回の一枚一枚の実ij切であったが，-2のノj(田が
す!!.f;2i~ iL分裂 して居て中には一部が百数枚にも分裂して居る ものも あったが， 一枚一枚実測
して廻った。松市政392!l沼であるので組枚数は災に溶く 可き数千であった。此の宗il!ljの結
果は縮尺 uOO分のlの.Lf.l反図面が約 400枚図に牧まった。此の;Wjf，i:では外/Ii..E1呼は図面では
詰自に主主って， I濁上には表はれて来吉区い~n:になる。内ÐIEI呼が刊紙以上になれば凶畔の中央
に ポーノレ を立て る ことを禁じて ， 各k一枚一枚の;;J(Efjの内総に 7J ; ~ l'を立て しめるととに
した。 であるから之等は皆外HhUI停になって&白になって了った。今回の笑iJliJは7kEsのみの
災iJ!lJで通うるからi:Ul地，宅地，道路，7J，路，雑種地qj;は皆在自に方、り 図上にはtl:¥て居えにい。 JIJ
紙写真図画で空白の大部分は山岳丘陵である。(お6図参!の
i.面積計算
2]三仮図面笛:に，それに属する耕作者毎iC，-~p:一枚笛-に ， 正8味水間作付反別及び|天;J ~tl$f
反日IJの面積計算を笑施した。それにはプラ z メークーで面積計算をした。内目1畔はプラ=
メータ{を使用せすて長さ と'l&i員を;)[lJ定して商秘計算を した。反別は水田も内DI畔も共に何
反何畝何歩としで表はすと とにしたc但し小数点以下第二位まで計算し四捨五入して小数
点第一位の数字を正慌に出して泣き，ょ くにらみ合はしてから， 一般に何反何畝何歩，tF-
以下切捻て， と云う方針にして最後は歩以下切拾の方針を採用 して表示したのである。
j，台張附図
金村耕地別IJ並をした結果600分のL 縮尺の図面が約400枚出来上った。 之を集録j脅記し
て縮尺600分のlのタン ト紙62炊の図面に極め上げることが出来た。
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第 6図 山形l孫il!-i田川郡52浦村大字竪苔沢宇宙i到の一部
更らに叉之からキャビキ型写民版で51葉の写民版に撮影して保存に便利にしたのでるるo
k.台帳附図製作方法
2f寂図面からケン ト 紙~62枚の台帳附図を製作する需め土屋功位氏新築の図面透写画 2台
を新しく製作して直ちに之を使用したが仲k便利で、非常に能率を上げると とが出来た。此
の図商透写画と言うのはそり一台の構造は，宥í~子4枚を此の器械の主主面上に張り立立ぺ，卓
の下に20ワット白壁光燈を平行に2本列べたものである。
1.耕作者別地積の判別法
耕作者別地積の判別を判り易く 良くする鴛めに各耕作者の領域を色鉛筆で塗りつぶして
領域の境界を極めて明瞭にし且つ領域毎に各耕作者の姓名を地図ょに記入して便宜にして
置く ととにした。
(3) 実測地積表
今回の笑測の結果，1894年完成の土地台帳と比較して見て，地積が如何に減増して居るか
と云うと， ヨたの如き結果にたって居るから，一回明瞭でdうる。減増塁手が(十)は笑測の結果
減少しているととを表はし(一)は笑測の結果土地が増加しているとと を表はず。
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耕地交換分合並びに米供出の箆めにする水間作付反別確定忍帳創作の一棟式に就いて一一久保
:t-
Cー〉 (-) 
Kow 日4. ?>7.4.19. 3.4.27. 44.4.25. 7.0.06. 18.73 4.42 一一 〈ー〉 (-) 
Sun 51 23.9.20. 28.'1.01. 1.9.23. 26.4.08目 2.4.0.9 10.12 4.67 一- (-) Cー 〉
Hig. 32 2i.2.05. 2o.8.03 1.6.23. 24.1.11. 2.9.06. 13.76 6.58 一 (-) (-) 
mur. 87 27目5.17.134.4目02. 2.3.24. 32.0.08. 4.42.1. 16.22 3.14 
(-) 仁一〉
Koz. 51. 1.0.24. 24.2.09 1.1.06. 4.84 4JiO 
〈ー 〉 (-) 
小計 857. 365.7.18.1428.0.18. 31.4.07. 396.6.11. 30.8.23. 8.44 
Kob Ham. 50.115.2.27 15.6.12. 14.2.17. 1.0.10. 6.75 3.03 1.3.25. : 
AKe. 20. 0.9.07. 2.5.29. 2.3.24 3.5.13. 59.81 2.94 2.05. ; 一 一 一 一 〈ー〉 (-) 
Ama. 6. 3.20. 7.06. 7.05. 3.15. 95.36 0.61 
Miy 42. 10.5.17. 8.7.00. 8.5.07. 2.0.10. 19.25 2.49 1.23. ; 一
Ood. 23. ] 1.2.27. 9.9.12. 9.7.13. 1.月.14. ]3.72 4.87 一
Kot. 16. 2.7.10. 2.0.1 O. 2.0.07. 7.03. 26.82 1.69 一
Snm 13. 1.2.08. 1.9.23. 011 1.9.22. 7.14. 60.79 0.94 一
小計 1170 1.9.27. ' 39.6.05.| 47.3.26. 41.6.02. 7・7.21. 16.39 
4.8.13 21.90 3.72 
51.1 21.8.10.1 15.1.17.1 1.14. 15.0.03. 6.8.07. :11.20 4.25 一 一 :(ー 〉 ic-〉
20・1.142.1.10.1 44.7.06.1 2.07. 44.4.2!l.j--2.3.19.'-_-.Ji訓E 2.05 
193.33.517.1 29.8.01.1 6.06. 4.3.22. 13.03 1.73 
印刷12.両|田山~1--7.0' 39.4.0!l. 5.8.03. 12.84 3・05
一寸! ?8 4 2 0 2 8 2!l.5・07. 12.5.18. 29.84 5.35 Tor . l~ … 13.0.03. 1 1刊 8.7.00. 40.37 5.94 
小計 I771.1228.5.011905.00.1 2.7.13 40.7川 一17.83 
合計| 13929.1ω7V18izot14!m9131附 3.01.1 ???????。 。。 ???? ??
(必土地台帳記載方法
土地台帳記載方法は耕作者毎に次の如く台帳を作り，又別に地域的集計台帳を之から作る。
共の一例を挙ぐれば失のま日し。
土地台帳記載例
耕作者 To.lz.町一1土町|辛口型|型|関革|偏
見:_ sa~1 Ka.→lfl-l-ltjtf| 
83 
山形大学紀要(~学) ti.~ - -?;・
7 1.1.00. 
，----
1 ~ . 1 4 . 02， 
~ 1.0.01. ~3 
. 内、 1.1.18. ~O . 『一一一
1. 6“ 3 日00 0" 
一一-一一
8. ! 1.0.28. 25. 
ヲyO・
No.5 San s 2.18. 
合計 10β。 ヨ 1 . :~.05. 1.9.21.1 
(3)統計
実以IJの結果，]81.)年の合幌地結が如何によ成増して居るかを調ぺて見た。 A= 18D4年の台
i陵地積水田反別， B=19-tH年の実i'Jl1j正i!*7J，回反日1)，とすれば減増率は次の如くなる。
減i官率={(A-B)jA} x lOO;'b 
前記の表からv戎増率を拾う と多くの如し。
(統計 上 採用ナるもの) (統計上 捨てるもの〉
(+) 1明 |く十)H附 j(ー):.1拡 !cー コ1叫 〈十〉川9{;， ~ (ー 〉川.j96，
(+) ~町五， 1 (十)0町 五，1( -)郡山弘 〈ー )~同，l c+〉M%， lC 川 0u?6，
(+) 9.:-J96，: ( +) I~.t;5 9{;， 1 ( ーコワ . ~ :J."'~ ， Cー );.:lD?{;，1 (十〉ヨ9. S 1 ~'; ，
(+ )15.4f96，1 (-卜〉lL02%1〈ー )1~l . l 日弘 Cー ):.:切，iの GO.;9?6，
4ム(+) '1.R!196，! (十)6.859{;，! ( 一 )~.1.~19ぢ， (一〉戸1~立3.1 '.1%杉， 1 (+)~ω0 . :::幻7~μ弘2 
〈ω→心)1は4抗叩仰叫.18796，1釘切問鳴%刻%弘刻 (ωωトけ巾引〉戸川川2引l
c+) 6.7弓7μ刈4ん，1(引寸+つ〉引戸川1口ωiり).2Z.引 ，!I~ つ1ピゴ.，河96弘万払， (ー )18.7:1弘
(+ )1川 96，1(れ1-)~ι 町
(+)戸ヨ引i附 ，1(-I-)l:川fμJ刈.!c←一):日町 Jパ (←一→)4 附 Jl  
C+)汎l~. S剖」 7μ';; ， 1 (+);均¥J.8創」千%当，1(一)5Gl?oん， 
合計(+):，)0回 合計(-)1¥1回. 合計 Cけ G回
合計 コ「回 A~'r. ClI川
合計〈 )ー~回
月四
備考 .減婚率が(:t)30%乃至(:t)3:i%以上の極端のものを統計上拾てるζ とに ナる。
減 i令 率 統 計 表 (xJ
階級 |級 心度数 | し | 
一一一一一一 川 匂一的 |例 -MYIf， (a，-M:ilf.和 一MJ
x， Jι 
(-) (-) I(ー ) :(ー〉 くー〉 てート) (+) 三O~と~~%J~__/ _27:'.96_1_1_. 1一三三塁， / ~9. J 9{;I竺日.1ir6芝 三生虫君主 29.1~ι
C一) (ー ) '(ー ) i(ー" (ー) (+) (.ト〉
2596-=20~~ J - 22.;)% I 1. I 22.'i% 24.1% 5S0 . 81 (96)~ 580ぷ1(%ア ~4.1%
8~ 
‘ 
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耕地交換分合披ぴにヰ供出の篤めにナる水間作付反別研工定E話帳~Jff-のー綴式に就いて一一久保
(-) (一) 1(-ー ) I( -) I( -) ，( + ) 1< + ) 
20% 1ー5%1__ lU% 1 :l 1 52.5% 1 19.1% 1 3時4.81(%)211094.41(%ア 57.1%
Cー ) (-) 1ι ァ一一-1一一-Ie戸了一一-Ie二ア一一一一!C-f)一一一一Ic+ア一一一一|一一一一-
2監竺笠笠|一~.5% 1_4. 日.0961_ .14.1% 1 198.81(96ア'-29.524(%ア 56.4%
Cー ) (一) :C-=-) 一一-Ic-ア一一-Ic-了一一--!e+了一一一-Ic工7一一一一|
1旦空堕笠Z三2乏ι|一一一 7.互堕笠 I~三~I_ 15ω」ρC%杉 9.1空竺妥18:&.81(%紛6ω〉官日笠主2主E髭2竺~ I仁一 18こ2堕?髭単
C←一づ) :C←一〉 一寸I -Ie=弓一一一C一7一一一一一le
% 杉δ~0五-0切~. I_- ~ .5吻96杉 1 s.1 ~ω0.0切961 4ヤユ1吻%杉1 16.81 (悌%杉〉官 1 1胤3鈍4.4“8(儲%)ア引宮什 32.8鴇
C+) 1(+) 1-一一昨ア--1(+)一一一-1(+了一一-Ic+) 一一一I~寸一一
094~5% 1__ 2.5%1-ι10.0961 0.9% 1 0.81C%ア1_3.24C96ア1__3.6~杉
C+) c+Y-lc+) I- -Ic+) Ic+)一一一一Ic+) -Ic +ゴ 十 一|一一一一一
5%-10% 1 7.5% 1 4. 1 30.0% 1 5.9% 1 34.81C%)21 13リ.24C%ア1_ 23.6% 
G了で王アIc+ア一一一 l一一匹才一一-Ic+)一一一Ic+了一 --Ic+了一一一「一一一
監竺~~6_1_ _ l_2二笠1_6._1~盤 ]0盤1 !18訓 c%アL2盟鐙芝1_6日%
c+ヨC十) IC +) I( +) IC +) I( +) IC cト)
15~杉-20".; 1 17.5% 1 2. 1 35.0% 1 15.9% 1 252.8IC%ア1505.62C96ア 31.896
c+) C十) IC+) 1(，トコ ピ+) IC+) IC+) 
三笠竺笠%1 22.5 9<三 1_2._1~ニ09亘 1_ _ 2也監 I~:'I6.81C%ア 1 873主笠主1_4目盛
C + ) C + ) IC + ) IC + ) IC -1・) I( +) IC+) 
259杉-30%1 27.596 1 2. 1 55.0961 25.9%-' 670.81C%ア1341.62C96ア 51.8%
合計 139， I )7193.57C%ア 435.7%
但し， Mは， 度数分布表から求めた相加平均である。即ち次の如
く， M= +1.60%を採用し?と。上記の表から滅増率の代表値を求む
るとヨたの如し。
代表値 :(但し代表値と云ふのは誠増率の代表値である。)
(1) 相加平均 (算術平均)M。
N 
1¥10=丸三角=+1.77%
(2) 度数分布表から求めた相カ日平均 M 
N 
M=古EFA=+16OM
(3) 中位数(中央値)Me 
Me=十J.'25%
(ω 最頻数 (詑み数〕
最頻数=-1.67%
(5) K. Pearsolの実験式に依る最頻数 M; 
M; = (3Me-2M) = +0.55% 
(6) 標準偏差 d 
rf=j会ヱ仇-M)'=土 13防
(7) 平均偏~ç~ s 
ム=会ヱ川町一MI=山形
ヨたに-f当り台帳地積(水田反日1])は右表の如く階級に分けて級心YI
を定む。
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-ijI当b台帳地fi表
級心 | 階級
Yi 1単位アール
10.751 11.0-10.5 
10詞10.5-10.0
9.751-.2旦こ全土
9.251 9.5- 9.0 一一一8.751 9.0-8.5 一 一 一
8.251 8.5- 8.0 一一7.751 8.0-7.5 
」ニ~lユ.5- 7.Q 
~1-.2:.Qこ壬L
6.~5 1 6.5- 6.0 
5.751~こ 5.5
5.351 5.5- 5.0 
4.751 5.0-4.5 
4 . ~5 1 4.5- 4.0 
3.751 4.0- 3.5 
:1.251 3.5- 3.0 
2.7:il :'1.0- 2.5 
:1.251 2.5- 2.0 
1.751 2.0- 1.5 
‘ 
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次に-~f台帳地積階扱，級心， Y.a乙対して， 減l合率階級，扱心，Xzとの聞にどんな相関関係
があるか，之を調べて見た。
その結果から女の相関哀が得 られた。
i但し Yiはー 悠台帳J:UJt五階級の級心，¥
Yるとmとの相関去 ~J~ V ~~は減土台車階級の級心， j 
Xi I C一「ヲ~.Cー)96 :(-)96C -)デ'6.(-)96(一);'6(+万96，(+ )96く+)?.6( + }?6( + )96C +)デ6
Yi二ごとU2UEJJ竺 I 1三・旦 i:O1 日:l三u・三」竺_i_1_~~_i_2j ..=) j 27.:) 
11'1.位ア ール 10
10.75 I 
10.:l5 1_1_ 1_1_1_1- :1_"1_1_1 
次に前記相関表を利用して，
長=平均一三f当り台帳地積，単位アール.I 
Yi=一筆当 り台帳地積 とせば，
at=千均減士曾率
ai=減士曾率
Lとatとの関係，Yiとaiとの関係，を表はす退行直線はヨえの如し
退行直鵠.
れ=-O.06095a;十 5.17
となるo
y‘= -O.35710at + 6.30ι J 
ヨ欠にrnh rnョを計算すれば，
但シ Xi=aiとする。
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、 m1= P /6;'= -0.06095， i 
m2=P/6~=-2.80033 ) 
従って，相関係数 γ は次の如く友る。
γ=P/C 6 fs6 y)=土、/玩子玩=主、/0.17063ο1135
γ=0.41315 
即ちaiとYiとり相関係数は0.41315である。之は，実関J<z:>結果， 189-1年の土地台帳の一筆当
りの合帳地積(皐位アール)，と滅増率との相関係数は0.41315でるる，というととになるo
e備考:、 ('jγj )0.5の時相当の関係がある。
I jγ|く0.5の時余り相関関係が無いo
iγ=:i:1の時完全相関
lγ=0 の時完全無相関
九 oL jγjL1・…一般の場合。
(4) 経費及 び能率
上記の実例の場合水田作付反別確定台帳作製に要した経費及作業の能率を概i悲し今後の
一般の場合の実施の際の参考資料とする。
昭和24年(1949年)7月19日から昭和25年 (1950年)3月6日に至るまで，即ち実測着手か
ら水田作付反別確定台帳立立びに，附図共に，完成に要した所要日数は233日で， 実働人員は2
340人である。 故に，1894年の台懐反別は，197町7反7畝18歩であって， 1949年実測反別は，20
6町5反2畝14歩で， 実演j内畦畔反別は，12町5反9畝13歩，即ち正味水田反別は， 193町9反3畝
1歩となってをる。学校納付金は， 3:20，056円， 此の実測反別経費は反当り， 154円97銭2厘で
ある。猶実働2340人中1769人の宿泊及び食事代金は地元負担であった。三えに，1894年の台
帳反別197町7反7畝18歩を実働2340人に割り当つれば， 一人当り8畝15歩に当る。 猶之を期
間別に調べると，7月19日より8月13日に至る，26日間実働781人平均毎日出役30人であって，
此の期間実測地積135町4反O畝26歩，一人当り実演u反別は，1反7畝10歩である。 ラたに8月13日 '
より9月11日に至る， 30日聞の実働792人，.zp.均毎日出役人員26.4人であって，此の期聞の実
iJ!IJ反別62町3反6畝22歩で，一人当り，7畝26歩に主主る。 ヨたに194q年9月11日より1950年3月6日
に至る，177日聞の実働767人であって，.zp.均毎日出役4.33人である。ιじり期間，再測補測8町8
反内畝28歩でその所要人員74人を差ヲiく時の残り，693人を1894年の土地合帳197町7反7畝18
歩に割り当つれぽ， 内業の能率は一人当り， 2反8畝16t歩に当る。
Summary 
1) A surveying method for creating a ledger and its appenderl plau map of the 
confirmation surveys on the rice-ciiltiiring zone-areas of the water farm lands， being 
maked for the rice contributions， and mor巴over，for the exchanges， partiむions，and 
combinations of the farm lands， would be very quick， and of swif回ess，and moreover， 
of ile!reasing efficiency， and would be expected of produeIlg better resulお， with 80 
much accutacy as answering七herequired pi1rpose， hy executillg th巴 confirmation
surveys which consisむofthe plalle survey wi出 therectang首larskeleton s批判yswith 
the transitsトsets.
2) Although being very difficiilt of working on usiug the bamboo-chains on 
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distance-拍rveyingof the agricultural land s首rveys，we could catch so much acciiracy 
on the surveys of the zone-areas of agricultural lands. 
Of co首rsewe must remember the influence of dryness aud humidityω ぬechain 
substances on distance-surveying when we s首rveyon the zone-areas of the water 
farm lands. As usingもhebamboo-chains on the distance-surveys， we know thaむthein-
fl首enceof drynesE and h首midityis very litle; because this phenomenon is justified 
by means of 0首rphysical experiments in our laboratory laboratory. of AgriベEng.，
Faculty of Agrictuture， Yamagata University，-which was executed by Mr. S. 
Nakamura， civil engineer. And thenceforth we are very conveniently commended of 
using the bamboo-chains on the distance-s首rveysof the rice farm lands. 
3) How much decreasing or increasing of the areas ofぬerice farm lands on 
present times as compared withむheareas described on the columns of the ledger-books 
of 1894-year-calenders? As e玄ampledescribed above， as the Toyowura-village， 
Yamagata prefecture， we acknowledged the. decrease of about 1.60%. 
4) The coefficient of correlation of the percentage ratios of decreasing or increas-
ing of the rice farm Iands comparing with tlie uniιline-areas of出eold ledger of 
1894-year-calenders accounts 0.4131.5， and so forth， we could no七ascertain80 much the 
relation of correlation of them. 
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